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57. 森下真一, 宮野 悟（編）．発見科学とデータマイニング．共立出版, 2001 Jun. 総ページ数 xv, 299p. 

58. 松野浩嗣, 宮野 悟.バーチャルセル構築のためのプラットフォーム－ハイブリッドオブジェクトネ

ットによる遺伝子制御シミュレーション. bit. 2000 Aug; 32(8): 22-31.  

59. 丸山 修, 宮野 悟. ゲノム知識発見. 実験医学. 2000 Jul 20; 18(12): 1635-1642.  

60. 丸山 修，宮野 悟. 発見システムとヒューマンエキスパートのインテグレーション（第 18 章）. bit

別冊 発見科学とデータマイニング．2000 Jun 01; 179-189.共立出版. 

61. 宮野 悟, 丸山 修. 配列データからの知識発見技術. BIO INDUSTRY. 2000 Jul; 17(7): 37-44. 

62. 篠原 歩，宮野 悟. 配列データからの知識発見. bit. 1999 Nov; 31(11): 76-83.  

63. 丸山 修，宮野 悟. 配列データから意味を取り出す. 数理科学.1999 Jun; 432:26-32. 

64. 宮野 悟. 計算量理論の誕生とその展開 - ユークリッドからゲノムサイエンスをつなぐ糸 -（第 12

章）.「20 世紀の数学」（杉浦光夫編）．共立出版. 1998 Sep; 177-186. 

https://www.nippyo.co.jp/shop/book/1202.html 

65. 宮野 悟. 篠原 歩. コンピュータの推論による知識発見の支援. 蛋白質核酸酵素. 12 月号増刊. 1997 

Dec; 42(17): 3008-3013. https://ci.nii.ac.jp/naid/40002328446.  

66. 宮野 悟.並列アルゴリズム. 数理科学.1990 Oct; 323: 56-61. 

67. 有川節夫，宮野 悟．オートマトンと計算可能性．培風館，1986 Sep.（245 ページ）（著書） 

 

④ 学会・研究会・セミナー等での発表 
＊発表者名（実際の演題に記載された順に全著者名：本人にはアンダーラインを付す）、発表標題、口演・ポスターの

種別、学会名称、発表年月日、発表場所（都市名、国名）の順にそれぞれ新しいものから発表年順に記入してくだ

さい。 

＊国際と国内を分けて記入してください。 

＊書ききれない場合は、適宜用紙を追加してください。 

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/16411461/
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/12632601/
https://ci.nii.ac.jp/naid/40002334068
https://www.nippyo.co.jp/shop/book/1202.html
https://ci.nii.ac.jp/naid/40002328446


【国際】 

1. Miyano S. (Invited talk). Use of XAI for Uncovering Biological Mechanisms. The 2nd Human Frontier 

Science Workshop “Driving Innovation in the Life Sciences: A role for AI”. November 26, 2024. 

BRIC-National Institute of Immunology, New Delhi, India. 

2. Miyano S. (Invited talk). Improving Safety and Quality of Healthcare with ICT in Japanese Society 5.0. The 

4th MEV-MEJ Forum Meeting (organized by HUE University Medicine and Pharmacy, Economic 

Research Institute for ASEAN and East Asia (ERIA), Medical Excellence JAPAN(MEJ)). June 6, 2024. 

Hotel Saigon Morin, Hue, Vietnam.  

3. Miyano S. (Keynote Lecture). Cancer Genomics Accelerated by Supercomputers and AI. AIST Artificial 

Intelligence Research Center International Symposium 2024 (Joint event with The Okawa Prize) “Future 

Direction for Trustworthy and Responsible AI”. March 8, 2024. Plaza Heisei, Tokyo, Japan.  

4. Miyano S. (Invited talk). Cancer Research Accelerated Supercomputers and AI. The 5th R-CCS 

International Symposium. July 7, 2023. RIKEN Center for Computational Science, Kobe, Japan. 

5. Miyano S. (Invited talk). Important Issues for Realizing AI Hospital – from cancer genomic medicine. 

DWIH Forum “AI in Healthcare” (German Centre for Research and Innovation). July 20, 2021. Online. 

6. Miyano S. (Invited talk). Digesting Cancer Big Networks by Explainable AI and Supercomputers. The 3rd 

R-CCS International Symposium (R-CCSIS'21). February 16, 2021. Online. 

7. Miyano S. (Keynote Lecture). Cancer Big Data Challenges from Genomes to Networks. The 24th 

International Conference on Research in Computational Molecular Biology (RECOMB2020). June 23, 

2020. Padua, Italy/Online. 

他 

 

【国内】 

1. 宮野 悟．口演. 特別講演「遺伝情報のビッグデータ解析」. 第３８期ＣＡＭＭフォーラム １０月例会本例

会. 2024 年 10 月 4 日. 東京四ツ谷「主婦会館プラザエフ」. 東京.  

2. 宮野 悟．口演. 基調講演「ゲノム医療の現在地と未来」．Hospital Management Japan Summit 2024．

2024 年 9 月 11 日．ホテル椿山荘東京．東京． 

3. 宮野 悟．口演. スーパーコンピュータを活用した全ゲノム解析など、がん研究における先進的な取り組

みと多大なる貢献．大川賞受賞式. 2024 年 3 月 7 日．ANA Intercontinental Tokyo. 東京． 

4. 宮野 悟. 口演. ビッグデータとしてのゲノム情報と医学・医療の変革. 会頭特別企画 1「ビッグデータが

どのように医療・医学を変えるか」. 第31回日本医学会総会. 2023年4月 21日. 東京国際フォーラム ホ

ール A. 東京． 

5. 宮野 悟. 口演. AI と癌研究. 会長企画 Cross Innovation～産学官連携が生み出す新展開～「いかに Al

を駆使し新しい医療につなげるか」. 第 110 回日本泌尿器科学会総会. 2023 年 4 月 20 日. 神戸国際展

示場 1 号館 1F. 神戸.  

6. 宮野 悟. 口演. 基調講演「人工知能と大規模データ解析で変わるがんゲノム研究と医療」. 第 39 回日

本脳腫瘍学会. 2021 年 12 月 5 日. 有馬グランドホテル. 神戸市. 

7. 宮野 悟. 口演. スーパーコンピュータを用いた医療とテクノロジーの統合. 第 6 回医療と創造性及び世

界平和シンポジウム. 2021 年 11 月 14 日. 東京国際交流館 3Ｆ国際交流会議場. 東京. 

8. 宮野 悟. 口演. がんゲノム医療と人工知能. 会長企画シンポジウム「AI oncology の現状と今後の展

望」. 第 59 回日本癌治療学会学術集会. 2021 年 10 月 21 日. Pacifico Yokohama. 横浜.  

9. 宮野 悟. 口演. 特別講演「人工知能と大規模データ解析で変えるがんゲノム研究と医療」. 第 24 回神

戸がん研究会. 2021 年 10 月 7 日. Online 開催.  

10. 宮野 悟. 口演. Network Approaches to Drug Target/Resistance with Supercomputers. Symposia 20: 

Drug discovery and diagnosis enhanced with AI. 第 80 回日本癌学会学術総会. 2021 年 10 月 2 日. 

Pacifico Yokohama. 横浜. 

11. 宮野 悟. 口演. どんな未来がくるの？ 日本バイオインフォマティクス学会名誉会員就任講演. 2021 年

日本バイオインフォマティクス学会年会・第 10 回生命医薬情報学連合大会(IIBMP2021). 2021 年 9 月 29

日. Online 開催. 

12. 宮野 悟. 口演. 医療の未来を拓くために必要な AI 技術. 第 158 回日本医学会シンポジウム. 2021 年 7

月 10 日. 日本医師会館大講堂. 東京. 

13. 宮野 悟. 口演. Challenges to Personalized Medicine by AI and Big Data - Genomes to Networks. 

“Neuroscience Frontier Symposium 02： Frontiers of neuroscience and medicine accelerated by big data 

and AI”. 第 62 回日本神経学会学術大会. 2021 年 5 月 20 日. 国立京都国際会館. 京都. 

14. 宮野 悟. 口演. 特別企画「メディカルデータサイエンスの現状」. 2021 年 4 月 24 日. 第 110 回日本病理



学会総会. 京王プラザホテルエミネンスホール. 東京. 

15. 宮野 悟. 口演. 特別講演 2 「がん研究・医療と AI に関わる進捗と課題」.第 17 回日本婦人科がん会議. 

2021 年 2 月 5 日. 静岡がんセンター/Online. 

16. 宮野 悟. 口演. がん研究と AI. シンポジウム 12「臨床遺伝と AI」.日本人類遺伝学会第 65 回大会.  

2020 年 9 月 30 日. 名古屋国際会議場. 名古屋市. 

17. 宮野 悟. 口演. Natural Language Processing and Explainable AI for Basic Cancer Research and Cancer 

Genomic Medicine. 特別シンポジウム 4 「AI とがん研究・医療との対話」. 第 79 回日本癌学会学術総会. 

2020 年 10 月 2 日. リーガロイヤルホテル広島. 広島市. 

18. 宮野 悟. 口演. 特別講演「人工知能とスーパーコンピュータで加速するがんゲノム研究と医療」. 第 12

回福岡県医学会総会. 2019 年 2 月 2 日. 福岡県医師会館. 福岡市. 

他 

 

 

⑤ 外部資金獲得状況 
＊文部科研、厚生科研、AMED等、国・政府系機関による競争的研究資金、その他各種財団や民間企業による研究助成

金等の外部資金の獲得状況を記載してください。 

＊資金制度名、期間（年度）、研究課題名、研究代表者又は研究分担者の別、研究経費の順に記載してください。 

＊書ききれない場合は、適宜用紙を追加してください。 

【文部科学省】 

▪ 大規模データ解析と人工知能技術によるがんの起源と多様性の解明 

スーパーコンピュータ「富岳」成果創出加速プログラム  領域① 人類の普遍的課題への挑戦と未来開拓 

研究期間 2020 年度～2022 年度 （R.2～R.4） 

代表者：宮野 悟 

▪ 新型コロナウイルス感染症重症化に関するヒト遺伝子解析 

新型コロナウイルスの克服に向けて 

研究期間 2020 年度(R.2) 

代表者：宮野 悟 

▪ 重点課題（2） 個別化・予防医療を支援する統合計算生命科学 

ポスト「京」開発事業 FLAGSHIP2020 Project(ポスト「京」)  ポスト「京」で重点的に取り組むべき社会的・

科学的課題に関するアプリケーション開発・研究開発  重点課題アプリケーション開発 

研究期間 2014 年度～2019 年度 （H.26～R.1） 配分総額 約 1,255,000,000 円 

代表者：宮野 悟 

▪ 分野 1 予測する生命科学・医療および創薬基盤 分担課題：大規模データ解析 

革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ構築事業(革新的HPCI構築事業)  HPCI戦略プロ

グラム（SPIRE） 

研究期間 2011 年度～2015 年度 （H.23～H.27） 配分総額 2,381,553,000 円 

代表者：柳田 敏雄 

分担：宮野 悟 

▪ ゲノム情報に基づく先端医療の教育研究拠点 

グローバル COE プログラム  医学系 

研究期間 2008 年度～2012 年度 （H.20～H.24） 配分総額 約 1,594,990,000 円 

代表者 清野宏 

分担：宮野 悟 

▪ 動的ネットワーク抽出のためのイン・シリコパイプラインの構築 

ゲノムネットワークプロジェクト  動的ネットワーク解析技術開発 

研究期間 2007 年度～2008 年度 （H.19～H.20） 配分総額 112,000,000 円 

代表者：宮野 悟 

▪ 次世代生命体統合シミュレーションソフトウエアの研究開発 

革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ構築事業(革新的 HPCI 構築事業)  最先端・高性

能汎用スーパーコンピュータの開発利用プロジェクト  次世代スーパーコンピュータを最大限活用するた

https://research-er.jp/projects/view/1122197
https://research-er.jp/projects/view/1234457
https://research-er.jp/projects/view/961221
https://research-er.jp/projects/view/960508
https://research-er.jp/projects/view/964762
https://research-er.jp/projects/view/1005708
https://research-er.jp/projects/view/960496


めのソフトウェア（グランドチャレンジアプリケーション）の開発・普及 

研究期間 2006 年度～2012 年度 （H.18～H.24） 配分総額 7,011,000,000 円 

代表者：茅 幸二 

分担：宮野 悟 （分担課題：データ解析融合） 

▪ ゲノム医科学の展開による先端医療開発拠点 

21 世紀 COE プログラム  生命科学 

研究期間 2003 年度～2007 年度 （H.15～H.19） 配分総額 807,740,000 円 

代表者：中村祐輔 

分担：宮野 悟 

 

【科学技術振興機構（JST）】 

▪ 先端ゲノム解析と人工知能によるコロナ制圧研究 

CREST  ライフイノベーション  異分野融合による新型コロナウイルスをはじめとした感染症との共生に資

する技術基盤の創生 

研究期間 2020 年度～2023 年度 （R.2～R.5） 配分総額 150,000,000 円 

代表者：井元清哉 

分担：宮野 悟 

▪ 自分で守る健康社会拠点 

センター・オブ・イノベーションプログラム(COI)  ビジョン１ 少子高齢化先進国としての持続性確保 

研究期間 2013 年度～2021 年度 （H.25～R.3） 配分総額 9,000,000,000 円 

当時の所属  東京大学 医科学研究所 

代表者：鄭雄一 

分担：宮野 悟 

▪ ゲノム情報科学研究教育機構 

JST 科学技術戦略推進費（旧：科学技術振興調整費） 

研究期間 2002 年度～2006 年度 （H.14～H.18） 配分総額 887,900,000 円 

代表者 金久實 

分担：宮野 悟 

▪ ゲノム比較と系統的相互作用解析に基づく遺伝子・分子ネットワークの解明 

科学技術戦略推進費（旧：科学技術振興調整費） 

研究期間 1998 年度～2002 年度 （H.10～H.14） 配分総額 997,500,000 円 

代表者：金久實 

分担：宮野 悟 

 

【日本学術振興会 科学研究費助成事業（JSPS）】 

▪ 説明可能 AI による１細胞計測大規模ネットワークデータからの知識発見技術の開発  

基盤研究(B) 2022 年 4 月 - 2025 年 3 月 

代表：山口 類 

分担：宮野 悟 

▪ 新学術領域研究(研究領域提案型)  2015 年 6 月 - 2020 年 3 月 

「がんシステムの新次元俯瞰と攻略」（複合領域：4701）  

領域代表：宮野 悟 

・システム癌新次元国際連携支援  

代表：宮野 悟 2015 年 11 月 - 2022 年 3 月 

・新学術領域研究「システム癌新次元」研究成果取りまとめ  

代表：宮野 悟 2020 年 4 月 - 2021 年 3 月 

・スーパーコンピューティングと革新的情報技術によるがんシステムの新次元探索  

代表：宮野 悟 2015 年 6 月 - 2020 年 3 月 

・領域の研究方針の策定  

代表：宮野 悟 2015 年 6 月 - 2020 年 3 月 

▪ 新学術領域研究(研究領域提案型)  2010 年 6 月 - 2015 年 3 月 

https://research-er.jp/projects/view/964295
https://research-er.jp/projects/view/1125948
https://research-er.jp/projects/view/955222
https://research-er.jp/projects/view/1085400
https://research-er.jp/projects/view/1085529
https://researchmap.jp/satoru_miyano/research_projects/45298283
https://researchmap.jp/satoru_miyano/research_projects/44581081
https://researchmap.jp/satoru_miyano/research_projects/44581276
https://researchmap.jp/satoru_miyano/research_projects/45502586
https://researchmap.jp/satoru_miyano/research_projects/44583306
https://researchmap.jp/satoru_miyano/research_projects/44581432


「システム的統合理解に基づくがんの先端的診断、治療、予防法の開発」（複合利用域：4201） 

領域代表：宮野 悟 

・計算とシミュレーションによるがんシステム学の創成  

代表：宮野 悟 2010 年 4 月 - 2015 年 3 月 

・領域の研究方針の策定  

代表：宮野 悟 2010 年 4 月 - 2015 年 3 月 

▪ 肺腺癌のリネジ特異的生存シグナルの“ウェット”と“ドライ”の統合による全貌解明  

基盤研究(A)  2016 年 4 月 - 2020 年 3 月 

代表：高橋 隆 

分担：宮野 悟 

▪ 生命病態システムの数理モデリングとその個別化医療への応用のための数理的基盤の確立  

基盤研究(S)  2015 年 5 月 - 2020 年 3 月 

代表：合原 一幸 

分担：宮野 悟 

▪ 変異情報付きハイスループットシングルセル RNA-seq による白血病のクローン解析  

挑戦的研究(萌芽) 2017 年 6 月 - 2019 年 3 月 

代表：小川 誠司 

分担：宮野 悟 

▪ 秘匿性・改竄耐性のある超高速データ通信システムの研究  

基盤研究(A) 2016 年 4 月 - 2019 年 3 月 

代表：平木 敬 

分担：宮野 悟 

▪ 三次元ゲノム解析による肝内胆管癌のクローン進化と腫瘍内不均一性の解明  

基盤研究(C) 2015 年 4 月 - 2018 年 3 月 

代表：井口 友宏 

分担：宮野 悟 

▪ C 型肝炎治癒後肝癌の革新的なエピゲノム・トランスクリプトーム解析と発癌機構の解明  

基盤研究(C) 2015 年 4 月 - 2018 年 3 月 

代表：杉町 圭史 

分担：宮野 悟 

▪ 食道癌の時空間的オミックス解析による進化と多様性の解明  

基盤研究(B) 2015 年 4 月 - 2018 年 3 月 

代表：三森 功士 

分担：宮野 悟 

▪ パーソナルゲノム医療に向けたメディカルインフォマティクスの情報基盤研究  

基盤研究(B) 2013 年 4 月 - 2016 年 3 月 

代表：宮野 悟 

▪ リネッジ生存癌遺伝子 TTF-1/NKX2-1 の肺腺癌における役割のシステム的理解  

基盤研究(A) 2013 年 4 月 - 2016 年 3 月 

代表：高橋 隆 

分担：宮野 悟 

▪ ネットワーク解析による薬剤応答パスウェイの解析法の研究  

基盤研究(B) 2010 年 - 2012 年 

代表：宮野 悟 

▪ 高階ペトリネットによる量的観点から生命に潜むシステム構築原理を抽出する手法の研究  

特別研究員奨励費 2010 年 - 2011 年 

代表：宮野 悟 

▪ 増殖因子による幹細胞並びに個体発生の動態制御のシステム生物学的解析  

日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(B) 2008 年 - 2010 年 

代表：後藤 典子 

分担：宮野 悟 

https://researchmap.jp/satoru_miyano/research_projects/44581063
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▪ イン・シリコ生命ネットワーク構築のための遺伝子ネットワーク推定とシミュレーション  

特定領域研究 2005 年 - 2009 年 

代表：宮野 悟 

▪ 真菌の二次代謝関連遺伝子群の同定システムの研究  

日本学術振興会 科学研究費助成事業 特別研究員奨励費 2007 年 - 2008 年 

代表：宮野 悟 

▪ 遺伝子ネットワークによる創薬ターゲットパスウェイのイン・シリコ探索技術  

基盤研究(B) 2006 年 - 2008 年 

代表：宮野 悟 

▪ 構造を持つ生物情報データからの共通パターン抽出法  

基盤研究(B) 2004 年 - 2006 年 

代表：阿久津 達也 

分担：宮野 悟 

▪ 海洋環境への適応をつかさどる遺伝子の探索:浸透圧調節ホルモン遺伝子  

基盤研究(A) 2004 年 - 2006 年 

代表：竹井 祥郎 

分担：宮野 悟 

▪ がん発生・抑止機構の計算機モデル化によるシステム的理解と新分子標的推定手法の開発  

特定領域研究 2005 年 - 2005 年 

代表：松野 浩嗣 

分担：宮野 悟 

▪ プロテオーム解析データからの知識発見に関する情報科学的基礎付け  

基盤研究(B) 2003 年 - 2005 年 

代表：宮野 悟 

▪ ゲノム情報科学の新展開(総括班)  

特定領域研究 2000 年 - 2005 年 

代表：高木 利久 

分担：宮野 悟 

▪ 遺伝子ネットワーク解析のための情報技術に関する研究  

特定領域研究 2003 年 - 2004 年 

代表：宮野 悟 

▪ 配列情報に潜む規則性の発見  

特定領域研究 2000 年 - 2004 年 

代表：中井 謙太 

分担：宮野 悟 

▪ バイオインフォマティクスのための共通パターン抽出アルゴリズムの研究  

基盤研究(C) 2001 年 - 2003 年 

代表：阿久津 達也 

分担：宮野 悟 

▪ cDNA マイクロアレイデータからの知識発見に関する情報科学的基礎付け  

基盤研究(B) 2000 年 - 2002 年 

代表：宮野 悟 

▪ 巨大学術社会情報からの知識発見に関する基礎研究  

特定領域研究(A) 1998 年 - 2000 年 

代表：有川 節夫 

分担：宮野 悟 

▪ 巨大データベースからの知識発見に関する研究  

特定領域研究(A) 1998 年 - 2000 年 

代表：宮野 悟 

▪ ゲノムの生物知識情報  

特定領域研究(A) 1996 年 - 2000 年 
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代表：金久 實 

分担：宮野 悟 

▪ 二分決定グラフを知識表現に用いたデータマイニングシステムの開発  

基盤研究(B) 1997 年 - 1999 年 

代表：宮野 悟 

▪ カテゴリー論的計算機数学の総合的研究  

基盤研究(A) 1996 年 - 1998 年 

代表：河原 康雄 

分担：宮野 悟 

▪ 巨大学術社会情報からの知識発見に関する基礎研究  

基盤研究(C) 1997 年 - 1997 年 

代表：有川 節夫 

分担：宮野 悟 

▪ 日仏ゲノム共同研究  

国際学術研究 1995 年 - 1997 年 

代表：松原 謙一 

分担：宮野 悟 

▪ 並列知識獲得システムの開発  

基盤研究(A) 1994 年 - 1996 年 

代表：宮野 悟 

▪ 学習アルゴリズムによる機械発見  

基盤研究(B) 1994 年 - 1996 年 

代表：有川 節夫 

分担：宮野 悟 

▪ アルゴリズム論に関する総合的研究  

基盤研究(A) 1994 年 - 1996 年 

代表：小林 孝次郎 

分担：宮野 悟 

▪ 探索アルゴリズムの効率化  

一般研究(C) 1994 年 - 1995 年 

代表：宮野 悟 

▪ ゲノム解析に伴う大量知識情報処理の研究  

重点領域研究 1991 年 - 1995 年 

代表：金久 實 

分担：宮野 悟 

▪ 並列学習アルゴリズムによる大量ゲノムデータからの知識獲得の研究  

重点領域研究 1992 年 - 1992 年 

代表：宮野 悟 

▪ 超多重並行処理アーキテクチャと宣言型ソフトウェア方式実用化の研究  

試験研究(B) 1990 年 - 1992 年 

代表：雨宮 真人 

分担：宮野 悟 

▪ 並列学習アルゴリズムによる大量ゲノムデ-タからの知識獲得の研究  

重点領域研究 1991 年 - 1991 年 

代表：宮野 悟 

▪ 学習と教示のアルゴリズム論的研究  

一般研究(C) 1990 年 - 1991 年 

代表：宮野 悟 

▪ ソフトウェア構成法における類推と帰納推論  

重点領域研究 1990 年 - 1990 年 

代表：有川 節夫 
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分担：宮野 悟 

▪ 並列学習アルゴリズムの研究  

奨励研究(A) 1989 年 - 1989 年 

代表：宮野 悟 

▪ 推論による学習の基礎研究  

重点領域研究 1989 年 - 1989 年 

代表：有川 節夫 

分担：宮野 悟 

▪ 類推を用いる知識情報処理システムの開発  

試験研究 1987 年 - 1989 年 

代表：有川 節夫 

分担：宮野 悟 

▪ 推論による学習の基礎研究  

重点領域研究 1988 年 - 1988 年 

代表：有川 節夫 

分担：宮野 悟 

▪ 帰納推論と類推によるソフトウェア再利用方式の研究  

一般研究(B) 1987 年 - 1988 年 

代表：有川 節夫 

分担：宮野 悟 

▪ 計算科学への圏論の応用  

一般研究(C) 1987 年 - 1987 年 

代表：河原 康雄 

分担：宮野 悟 

 

【日本医療研究開発機構(AMED)】 

▪ 新型コロナウイルス感染症の遺伝学的知見に基づいた分子ニードル COVID-19 粘膜免疫ワクチンの開発 

研究期間 2020 年度(R.2) 配分総額 336,050,000 円 

代表者：金井隆典 

分担：宮野 悟 

▪ 先進的シークエンス情報解析技術基盤の開発 

研究期間 2016 年度～2020 年度 （H.28～R.2） 配分総額 245,000,000 円 

代表者：藤本明洋 

分担：宮野 悟 

▪ オミクス解析技術と人工知能技術による難治性造血器疾患の病因解明と診断向上に貢献する解析基盤

の開発 

研究期間 2017 年度～2019 年度 （H.29～R.1） 配分総額 337,219,000 円 

代表者：宮野 悟 

▪ オミクス解析技術と人工知能技術による難治性造血器疾患の病因解明と診断向上に貢献する解析基盤

の開発 

研究期間 2017 年度～2019 年度 （H.29～R.1） 配分総額 337,219,000 円 

代表者：宮野 悟 

▪ 稀少小児遺伝性血液疾患に対する次世代シークエンサーを利用した診断システムの開発に関する研究 

研究期間 2015 年度～2017 年度 （H.27～H.29） 配分総額 110,790,000 円 

代表者：小島勢二 

分担：宮野 悟 

▪ がん細胞の遺伝子変異を認識する腫瘍浸潤リンパ球の TCR レパトアと認識抗原解析に基づく効果予測法

の確立と、同定 TCR による革新的な個別がん免疫療法の開発 

研究期間 2016 年度～2017 年度 （H.28～H.29） 配分総額 46,150,000 円 

代表者：池田裕明 

分担：宮野 悟 

 

【厚生労働省】 
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▪ 漢方の新たな科学的知見創出に向けた疾患および証の関係性の検討 

厚生労働科学研究費補助金(厚生科研費) 

研究期間 2014 年度(H.26) 配分総額 3,847,000 円 

代表者 渡辺 賢治 

分担：宮野 悟 

▪ 稀少小児遺伝性血液疾患の迅速な原因究明及び診断・治療法の開発に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金(厚生科研費) 

研究期間 2011 年度～2013 年度 （H.23～H.25） 配分総額 223,080,000 円 

代表者 小島勢二 

分担：宮野 悟 

▪ 漢方の特性を利用したエビデンス創出と適正使用支援システムの構築 

厚生労働科学研究費補助金(厚生科研費) 

研究期間 2010 年度～2012 年度 （H.22～H.24） 配分総額 130,000,000 円 

代表者：渡辺 賢治 

分担：宮野 悟 

▪ がん医療に関するメディア報道が国民に与える影響の分析研究及び適正な医療報道のあり方の研究 

厚生労働科学研究費補助金(厚生科研費) 

研究期間 2009 年度～2011 年度 （H.21～H.23） 配分総額 41,596,000 円 

代表者 松村有子 

分担：宮野 悟 

▪ がん化パスウエイネットワークが規定するがんの分子標的の解析並びに予後予測法の確立 

厚生労働科学研究費補助金(厚生科研費) 

研究期間 2010 年度～2013 年度 （H.22～H.25） 配分総額 52,944,000 円 

代表者 後藤典子 

分担：宮野 悟 

▪ 漢方・鍼灸を活用した日本型医療創生のための調査研究 

厚生労働科学研究費補助金(厚生科研費) 

研究期間 2009 年度(H.21) 配分総額 5,600,000 円 

代表者：黒岩祐治 

分担：宮野 悟 

▪ システム生物学的方法論による癌のバイオマーカー及び分子標的の探索 

厚生労働科学研究費補助金(厚生科研費) 

研究期間 2007 年度～2009 年度 （H.19～H.21） 配分総額 72,000,000 円 

代表者：後藤典子 

分担：宮野 悟 

▪ 角膜全層の再生医療技術の開発および臨床応用に関する研究 

厚生労働科学研究費補助金(厚生科研費) 

研究期間 2007 年度～2009 年度 （H.19～H.21） 配分総額 92,726,000 円 

代表者：西田幸二 

分担：宮野 悟 

 

 

 

⑥ 知的財産 
＊特許内容（発明の名称、特許権者・発明者、国名、登録・出願年月日、登録番号など）を記入してください。 

＊書ききれない場合は、適宜用紙を追加してください。 

特許：特許期間が有効なものは該当なし。 

著作物：ソフトウェア Cell Illustrator （東京大学の知財として登録、non-exclusive ライセンス） 

 

 

 

⑦ 受賞・表彰 
＊受賞者名、受賞年月日、賞の名称、授与機関、受賞内容を記入してください。 

＊書ききれない場合は、適宜用紙を追加してください。 
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 2024 年 3 月大川賞（国際賞） 

「スーパーコンピュータを活用した全ゲノム解析など、がん研究における先進的な取り組みと多大なる

貢献」 公益財団法人大川情報通信基金  

宮野 悟/Satoru Miyano 

 2020 年 11 月ヘルシー・ソサエティ賞 

「パイオニア部門」 ヘルシー・ソサエティ賞  

宮野 悟 

 2017 年 3 月上原賞 

「先端ゲノミクスによる癌の分子基盤の解明」 公益財団法人 上原記念生命科学財団  

小川 誠司, 宮野 悟 

 2013 年 7 月 ISCB フェローの称号 

「計算生物学への顕著な貢献」 国際計算生物学会(ISCB)  

宮野 悟 

 1994 年 11 月日本 IBM 科学賞（コンピュータサイエンス部門） 

「並列計算の複雑さの理論」 日本アイ・ビー・エム株式会社  

宮野 悟 

 1993 年 5 月坂井記念特別賞 

「並列計算の複雑さ」 一般社団報人 情報処理学会  

宮野 悟 

 

 

⑧ 報道発表 
＊報道日、メディア、記事タイトルを記入してください。 

＊書ききれない場合は、適宜用紙を追加してください。 

（論文のプレス発表を除く） 

2024 年 10 月 16 日：MEDIUS ニュースレター アソースタイムズ VOL.26 

 – Special Interview 「宮野 悟 ゲノム医療の現在、そして未来への期待」 

2024 年 6 月 19 日：PRTIMES 「夢の新技術？！ゲノム医療の現在地と未来＠『Hospital Management  

Japan Summit 2024』インタラクティブセッション公開第 1 弾」 

2022 年 8 月 10 日：最新医療経営 ９ – 人生 100 年時代を支える！デジタルヘルス最前線 

2022 年 5 月 4 日：AERAdot. 「追いつかないのは倫理観か、リテラシーか、医師のマインドか  

ゲノム解析の課題を宮野悟特任教授が語る」 

2022 年 2 月 15 日：週間浅き MOOK 医者と医学部がわかる – これからどうなる！？  

デジタル時代の医師と医療 

2021 年 5 月 1 日：Dream Navi 5 月号 – 夢を追って「最先端の遺伝子研究を医療実装。 

情報科学を駆使して健康長寿社会を実現する！」 

2020 月 12 月 10 日：Nature 588(7837) – Japan’s New Centre of Gravity for Clinical Data Science 

2020 年 12 月 1 日：中央公論１２ – 小林雅一「スパコン世界一「富岳の正体」」  

日本の科学を加速するギア・チェンジャー」 

2020 年 11 月 26 日：読売新聞 「富岳」新研究にも即応 

2019 年 11 月 28 日：日経コンピュータ「AI が救う命」 - Watson が究明助手になれるのか 

2019 年 10 月 20 日：田原総一郎「ヒトは 120 歳まで生きられるのか」-第 4 章「がん治療はここまで進歩する」 

2019 年 10 月 1 日：文芸春秋 10 月号 緑 慎也「全ゲノム解析でここまで治せる」 

2019 年 9 月 19 日：日本経済新聞「がんゲノム医療の課題は（複眼）ティム・ハバード氏/間野博行氏/ 

大瀬戸久美子氏/宮野悟氏（安藤 淳 記） 

2019 年 5 月 24 日：FRIDAY – 密着インタビュー「宮野 悟 数学を武器にしてがんを撲滅する」 

2019 年 2 月 1 日：文芸春秋 2 月号 田原総一郎「がんゲノム医療」 

2018 年 5 月 24 日：週刊新潮 5 月 31 日号 – AI&ゲノムが一変させるがん治療の最前線 

2017 年 12 月 17 日：Nature 522 (7685) – Cracking Cancer with Big Data and Supercomputers 

2016 年 12 月：Nature ダイジェスト Volume 13 Number 12 - AI 活用でゲノム医療・精密医療の実現へ 

2016 年 10 月 1 日：Forbes Japan「その治療、時代遅れです」 

 - 遺伝子解析ｘAI の威力「病気になる前に病気を治す」 

2016 年 8 月 6 日：NHK News 7 



2015 年 9 月 7 日：AERA - 「博士の愛した “ワトソン”」 

2015 年 7 月 30 日：日本経済新聞（第１面）「がん最適治療 人工知能で」 

2014 年 1 月 20 日：AERA 2014.1.20 – 「ゲノム人時代 医療を変える情報」 

他 

 

 


